
2006年（平成18年）12月号 16

11月28日（火）に国際交流会館で行われた
誕生証書交付式に出席した方々

（平成18年９月届け出）

川

柳

広広
報報
文文
芸芸

赤ちゃん編
・

元気に生まれてきてくれて本
当にありがとう。篤朗は家族
みんなの宝です。
（神幸恵さん・相原町）

お兄ちゃんと仲良く遊んでね。

（福井里美さん・大巻）

蜿
魁（
か
い
）ち
ゃ
ん
へ

蜿
篤
朗（
あ
つ
ろ
う
）ち
ゃ
ん
へ

〇
川
柳
鶴
田
吟
社
十
一
月
句
会
よ
り

子
等
巣
立
ち
無
言
の
ま
ま
の
古
時
計

松
山
　
芳
生

喜
び
は
黙
っ
て
も
顔
に
浮
か
ん
で
る

小
野
い
さ
む

心
地
よ
く
抱
い
て
た
バ
ラ
は
魔
女
だ

っ
た
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
倫
生

誤
算
と
は
身
に
余
る
願
い
か
け
す
ぎ

る
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
桐
貞
風

彼
岸
花
母
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
い
で
す

か
　
　
　
　
　
　
　
　
花
田
　
美
々

終
焉
は
黙
り
込
む
よ
と
言
っ
て
あ
る

須
藤
ふ
じ
お

豊
作
の
筈
が
台
風
お
じ
ゃ
ん
に
し

竹
浪
む
さ
し

ち
ち
は
は
を
両
肩
に
の
せ
巡
礼
す
　
　

成
田
あ
き
子

ま
ず
形
そ
れ
か
ら
少
し
中
身
入
れ

山
形
ゆ
き
ん
こ

夜
鍋
す
る
妻
は
正
体
鶴
だ
っ
た

三
上
　
義
朗

あ
と
少
し
円
く
な
り
た
い
八
角
形

菊
地
　
志
樹

黙
々
と
働
く
鬼
の
背
が
丸
い

太
田
　
北
歩

千
客
を
迎
え
る
朝
の
清
め
水

工
藤
ま
さ
ひ
ろ

明るく元気で、笑顔のすてき
な子になって下さい。

（佐々木貴子さん・妙堂崎）

蜿
芭
菜（
は
な
）ち
ゃ
ん
へ

元気に大きく育ってね。

（佐藤友美さん・菖蒲川）

蜿
仁（
じ
ん
）ち
ゃ
ん
へ

お兄ちゃん達にまけずに元気に
たくましい子になってね。

（工藤有香さん・みどり町）

蜿
夢
斗（
ゆ
め
と
）ち
ゃ
ん
へ

大きく優しいみんなに好かれる
男の子になってね。

（●橋香織さん・瀬良沢）

蜿
来
玖（
ら
い
く
）ち
ゃ
ん
へ
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３つの中から正しいも
のを選び、ハガキに書
いて役場企画課までお
送りください。

①子どもの祭典での人気イベントは
やっぱり○○のつかみ取り！
狢－タラ　狠－タイ　　狡－サケ
②鶴田町町民文化祭の会場は何個所
だったでしょうか？
狢－５　　狠－８　　狡－１０
①ワールズウインドウで紹介した都
市はエジン○○。
狢－ユリ　狠－キク　狡－バラ

ハガキに答え
の記号、住所、

氏名（未成年の方は保護者名も記
入）、年齢と広報に対するご意見や
ご要望などを書き添えてください。

なども大歓
迎です。全問正解者の中から、抽
選で10人の方にプレゼントを差し
上げます（月末必着）。

応募方法

マンガ やイラスト

イズに
挑　戦ク

〈 11月号の回答〉
①－狠　　②－狡 ③－狢
〔 11月号の当選者〕
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑ仮装大賞さん（鶴寿団地）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑオムライスさん（桜町）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑ凸凹凸さん（駅前通り）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑはくびさん（廻堰）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑ ■▲●★蟋◆さん（廻堰）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑくろわっさんさん（田の尻）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑになさん（田の尻）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑみみっちのままさん（沖）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑ FONTAINE4さん（妙堂崎）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑターザンさん（駅東町）

短
　

歌

┃
イ
ラ
ス
ト
展
┃

広報

ペ
ン
ネ
ー
ム
ス
ロ
ウ
ビ
ジ
ネ
ス
の
王
様
さ
ん（
妙
堂
崎
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
さ
ん（
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
さ
ん（
妙
堂
崎
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
人
参
さ
ん（
仲
町
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
に
な
さ
ん（
田
の
尻
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
コ
ス
モ
ス
さ
ん（
妙
堂
崎
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
ラ
ス
カ
ル
さ
ん（
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
星
の
カ
ー
ビ
ィ
さ
ん（
妙
堂
崎
）

※
鶴
田
短
歌
会
で
は
、
毎
月
第
二
金
曜
日

の
午
後
一
時
か
ら
公
民
館
で
勉
強
会
を
開

い
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
お

い
で
く
だ
さ
い
。

▽
後
中
野
　
棟
方
文
雄
　
２
２
―
５
１
０
３

〇
鶴
田
短
歌
会
十
一
月
歌
会
よ
り

短
歌
大
会
わ
れ
の
参
加
は
二
度
目
な

り
ど
き
ど
き
胸
が
と
き
め
き
い
た
り

藤
田
ト
シ
ヱ

秋
深
し
燃
ゆ
る
が
如
き
紅
葉
に
辿
る

吾
が
身
も
染
ま
る
が
如
し増

田
　
勝
美

弟
の
十
三
回
忌
の
法
要
に
ぬ
か
づ
く

母
は
卒
寿
を
過
ぎ
ぬ

田
村
　
半
三

綿
菓
子
の
空
に
ふ
ん
わ
り
浮
か
び
い

て
孫
の
ま
ま
ご
と
の
輪
の
中
に
入
る

佐
々
木
り
え

愚
痴
言
う
な
嘆
き
を
捨
て
て
真
直
ぐ

に
前
に
進
め
よ
男
じ
ゃ
な
い
か

伊
藤
惣
一
郎

お
高
い
よ
、
買
え
な
い
で
す
ね
と
言

う
顔
の
店
頭
子
犬
は
十
五
万
円

棟
方
　
文
雄

あ
か
紅
と
も
ゆ
る
如
く
の
も
み
じ
葉

の
吾
が
う
ら
庭
に
ぼ
う
と
見
て
立
つ

澤
田
　
清
作

帰
国
せ
る
孤
児
の
う
た
い
し
夕
焼
け

が
父
母
に
届
く
か
墓
地
は
秋
晴
れ

竹
浪
　
正
静

子
供
ら
の
楽
し
く
遊
ぶ
を
社
に
て
媼

は
腰
か
け
笑
い
て
見
て
る葛

西
　
智
恵

出
来
島
の
二
万
五
千
年
前
の
地
層
よ

地
下
水
し
た
た
る
埋
没
林
見
ゆ

清
水
　
宏
子

交
じ
り
合
ふ
緑
の
濃
淡
影
深
き
山
に

て
滝
は
虹
を
立
て
居
つ

柿
崎
　
三
雄


